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最終氷期前半のアジアの⼈類 → 驚くほど多様だった
ホモ・サピエンス（＝私たち）の進化 → 意外に複雑だった
ホモ・サピエンスのアジア進出 → 壮⼤なドラマがあった

最近の新たな発見
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人類史復元に必要ないくつかの視点



最終氷期前半
各地の環境に応答して
⼈類の多様化が起こっていた



海部（2022）



３万年前の航海 検索

実験航海について詳しくは


